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議会の動き（主な内容）

　 ３つの町村議会が行政視察に来庁し、意見交換
しました。
＜視察を受け入れた町村＞
①宮城県大衡村（10月12日）
　視察内容：議会運営と議会活性化
②三重県朝日町（11月13日）
　視察内容：新庁舎建設・農業振興
③群馬県中之条町（11月28日）
　視察内容：議会インターネット録画配信

各町村議会の視察　受入れ

　12月 ４ 日、議長室に農業委員会長他 ３名の委員
が来庁し、「農業施策に関する要望書」の提出を
受けました。
　 ６つの要望事項について、議会で十分議論し、
できる事から課題解決に向けて取り組んで参りま
す。

町農業委員会の要望書を受理

　議会だよりの更なる充実を目指して、研修を実
施しました。
　研修内容として、広報紙の文章や広報紙の企画・
編集、 WEB ・ SNSの活用方法、議会だよりのレ
イアウト等について専門家の編集方法を学び、今
後、議会情報をよりわかりやすくお伝えできる議
会だより作成に活かして参ります。

議会報編集委員会　研修実施

10月10日
全国町村議会
広報研修会

10月11日
福島民報本社

　10月23日、郡山ユラックス熱海において、町村
議会研修会に参加しました。
＜講演内容＞
①地方議会の在り方
（東京大学法学部　金井利之教授）
②今後の政局・政治展望
（日本大学法学部　岩井奉信教授）

福島県町村議会研修会
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町民の皆様と議会をつなぐ 『
ば
ん
げ
未
来
ト
ー
ク
』
（
町
民
議
会
懇
談
会
）

　
女
性
議
員
４
名
に
議
長

を
加
え
、
坂
下
婦
人
会
員

26
名
の
方
々
と
ば
ん
げ
未

来
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
女

性
な
ら
で
は
の
多
岐
に
渡

る
意
見
が
続
出
し
、
時
間

が
足
り
な
い
ほ
ど
活
発
な

懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

　
急
増
す
る
外
国
人
の
ゴ

ミ
の
出
し
方
や
騒
音
で
困

る
事
。
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

要
望
等
々
が
あ
り
、
次
に
、

町
に
は
豊
富
な
観
光
資
源

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
に
、

地
域
の
人
が
知
ら
な
す
ぎ

る
の
は
、
町
の
発
信
力
が

弱
い
の
で
は
な
い
か
、
さ

ら
に
、
婦
人
会
活
動
で
は
、

町
の
要
請
が
多
く
、
会
員

の
高
齢
化
等
で
活
動
が
困

難
な
状
況
等
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。　

�

（
酒
井
育
子
議
員
）

坂下婦人会（ ７月11日　中央公民館にて）

Ｑ：『ばんげ未来トーク』とは？

Ａ：�　議会では毎年「町民・議会懇談会」を実施してきましたが、特
に若い方や女性の参加者が少ないこともあり、多様な意見をどう
お聞きするかが課題となっていました。
　解決策として、昨年度より ５名以上の町民・団体から要請があ
れば、皆様のもとへ議員を派遣する意見交換会を企画しました。テー
マを設けて、町民の方と様々なことを語らうことを目的としてい
ます。昨年度は ８団体から要請があり、 112名が参加頂きました。
　今後 ２月に ２団体からの申し込みにより、懇談する予定です。

Ｑ：議員との意見交換会は何のため？

Ａ：�　直に会って意見交換した中で見えてくる町の課題や、皆様から
頂いた貴重なご意見を、議会議員が詳しく調査・研究し、町へ提
言して活用して参ります。

６
月
か
ら
募
集
し
て
い
た
結
果
、５
つ
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

８４人の声を聴く
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多くの皆さんに
ご参加いただき
ありがとう

ございました！

　
新
富
町
自
治
会
の
方
々

23
名
と
産
業
建
設
常
任
委

員
会
、
更
に
副
議
長
を
加

え
、
１
時
間
半
、
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
初
、
質
問
事
項
が
通

告
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

委
員
長
、
副
議
長
の
説
明

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

財
政
の
問
題
、
道
の
駅
の

状
況
、
糸
桜
里
の
湯
の
経

営
等
々
、
諸
問
題
に
対
し

て
真
剣
に
討
論
さ
れ
ま
し

た
。

　
特
に
要
望
事
項
と
し
ま

し
て
、
議
会
は
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
役
目
を
果
た

し
て
ほ
し
い
。
新
富
町
は
、

人
・
車
の
流
れ
が
多
い
。

治
安
・
交
通
に
つ
い
て
考

え
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

�

（
山
口
享
議
員
）

　
町
建
設
業
組
合
会
員
全

員
の
11
名
と
、
産
業
建
設

常
任
委
員
会
全
員
、
更
に

議
長
を
加
え
て
真
剣
に
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
合
か
ら
は
要
望
事
項

は
直
に
町
当
局
へ
提
出
す

る
こ
と
で
、
現
況
を
議
員

の
方
々
に
伝
え
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
入
札
制
度
、

発
注
等
、
組
合
の
課
題

等
々
、
色
々
な
説
明
と
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
近
隣
町
村
の
中

で
当
町
の
公
共
事
業
予
算

計
上
額
率
は
最
低
で
あ
り
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
に
基
づ
き
、
財
政
計
画

を
改
善
・
修
正
し
て
ほ
し

い
と
い
う
強
い
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

�

（
山
口
享
議
員
）

　
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｏ
関
係
者
13
名

と
、
総
務
常
任
委
員
会
全

員
出
席
の
も
と
、
ば
ん
げ

未
来
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
主
な
意
見
交
換
と
し
て
、

第
一
に
「
環
境
・
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
は
、
コ

ミ
セ
ン
の
在
り
方
、
利
用

者
の
方
へ
使
用
料
等
の
光

熱
費
負
担
を
お
願
い
し
た

い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
二
に
「
防
災
に
つ
い

て
」
は
、
防
災
体
制
を
整

え
る
上
で
各
コ
ミ
セ
ン
へ

の
発
電
機
配
置
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
と
し
て
今
後
、
審

議
・
検
討
し
、
町
へ
提
案

し
て
し
て
参
り
ま
す
。

�

（
渡
部
順
子
議
員
）

　
会
津
坂
下
町
物
産
協
会

理
事
８
名
、
職
員
３
名
、

議
員
５
名
の
参
加
で
ト
ー

ク
が
始
ま
り
ま
し
た
。
観

光
物
産
協
会
と
は
今
回
で

２
度
目
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
物

産
・
道
の
駅
振
興
に
つ
い

て
」
で
あ
り
ま
す
。
協
会

理
事
長
か
ら
道
の
駅
で
流

さ
れ
て
い
る
、
湯
川
村
の

村
民
歌
の
件
、
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
町

職
員
を
配
置
し
た
ら
ど
う

か
と
い
う
提
案
が
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
組
織
の
点
で
は

役
員
報
酬
が
不
透
明
な
の

で
は
と
の
指
摘
も
あ
り
全

体
を
通
し
て
会
津
坂
下
町

に
、
道
の
駅
運
営
に
も
っ

と
積
極
的
に
携
わ
っ
て
欲

し
い
と
強
い
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

�

（
物
江
政
博
議
員
）

新富町自治会（ ９月29日　新富町自治会館にて）

建設業組合（10月 ２ 日　町建設業組合会館にて）

NPO法人ＮＩＶＯ（11月 １ 日　東分庁舎会議室にて）

観光物産協会（11月26日　東分庁舎会議室にて）

Ｑ：�皆さんから頂いた意見を受け
て、議会がどう動くのか？

Ａ：�３月を目途に課題項目を取りまと
め、町長へ提言書として提出して
いきます
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め
に
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
ま
す
「
ば
ん
げ
未
来
ト
ー
ク

（
町
民
・
議
会
懇
談
会
）」
に
取

り
組
み
、
町
民
皆
様
よ
り
多
種
多

様
な
ご
意
見
を
拝
聴
す
る
機
会
を

作
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
町

民
皆
様
の
声
を
町
政
に
反
映
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
議

会
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

私
ど
も
町
議
会
議
員
の
任
期
は
、

残
り
一
年
三
ヵ
月
と
な
り
ま
す
。

今
年
は
議
会
改
革
の
仕
上
げ
と
実

践
の
年
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
町

政
の
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

16
名
の
議
員
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

の
役
割
と
責
務
を
自
覚
し
、
議
会

基
本
条
例
に
基
づ
き
、
町
民
の
意
思

を
的
確
に
町
政
に
反
映
で
き
る
議
会

の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
津
坂
下
町
の
益
々

の
発
展
と
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃

か
ら
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
に
お
い
て
、
今
年

は
、
今
後
10
年
間
の
町
の
方
針
で

あ
る
第
六
次
振
興
計
画
基
本
構
想

に
基
づ
き
、
２
０
２
０
年
４
月
か

ら
の
基
本
計
画
が
新
た
に
策
定
さ

れ
る
重
要
な
一
年
と
な
り
ま
す
。

町
政
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
が
、
町
民
が
夢
と
希
望
を
持
っ

て
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
町
を
、
創
造
し
て
い
く
使
命

と
責
任
が
行
政
に
は
課
せ
ら
れ
て

い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
予
算
案
な
ど

の
議
決
の
み
で
な
く
、
政
策
を
提

案
し
な
が
ら
、「
開
か
れ
た
議
会
、

活
力
の
あ
る
議
会
」
を
構
築
の
た

編

集

後

記

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

�

委
員
長
　
猪
俣
　
恒
雄

�

副
委
員
長

　
赤
城
　
大
地

�

委
　
員
　
横
山
　
智
代

�

委
　
員
　
三
橋
　
　
薫

�

委
　
員
　
五
十
嵐
正
康

�

委
　
員
　
酒
井
　
育
子

議 会 傍 聴 へ お い で 下 さ い

　

平
成
最
後
の
新
春
、
皆
様

ど
ん
な
夢
を
心
に
持
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
、
町
は
こ
う

あ
っ
て
ほ
し
い
、
こ
ん
な
町

に
な
っ
て
ほ
し
い
、
み
ん
な

で
夢
を
語
り
、
行
政
と
議
論

し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
、
確

実
に
会
津
坂
下
町
を
安
心
、

安
全
で
住
み
良
い
町
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
皆
様
の
夢

が
叶
う
よ
う
、
開
か
れ
た
議

会
、
そ
し
て
確
実
な
情
報
発

信
を
目
指
し
、
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

�

（
委
員　

三
橋　

薫
）

平成31年第１回定例会は、３月７日から20日までの会期（予定）
です。一般質問は３月11日㈪、12日㈫午前10時開会予定です。

第４回定例会の一般質問録画配信中
議会基本条例に基づき、町民に開かれた議会を推進するため
一般質問を録画配信しています。

町のホームページまたは YouTube でご覧になれます。

古川庄平議長

町民に分かりやすく身近な議会を

目指し、町政の発展に本年も全員

で取り組んで参ります。

よろしくお願い申し上げます。

会津坂下町議会議員一同

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ


